
え
ら
れ
（『
略
記
』
に
よ
れ
ば
、
日
付
は
不
明
で
あ
る
が
吉
宗
が
一
本
松
に
い
た
祐
天
に
安
陀
衣
一
領
を
贈
っ

て
い
る
）、
ま
た
天
英
院
の
影
響
も
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
祐
天
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
計
ら

い
も
、
状
況
的
に
は
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

吉
宗
が
縁
山
に
参
詣
に
行
っ
た
の
は
、
法
会
の
終
わ
っ
た
晦
日
、
文
昭
院
殿
の
廟
所
へ
の
拝
礼
の
た
め
で

あ
っ
た
（『
実
録
下
書
』
完
、『
徳
実
記
』）。

こ
の
と
き
の
布
施
は
一
周
忌
の
と
き
と
同
じ
で
あ
っ
た
（『
徳
実
記
』）。
布
施
の
額
で
は
将
軍
の
心
ま
で
推

し
量
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
祐
天
の
法
会
へ
の
か
か
わ
り
方
の
指
標
に
は
な
ろ
う
。

吉
宗
の
治
世
と
な
っ
て
、
寺
社
の
在
り
方
も
問
わ
れ
て
い
く
。
そ
の
鉾
先
は
綱
吉
時
代
に
全
盛
を
極
め
た

護
持
院
護
国
寺
に
向
け
ら
れ
た
。
こ
の
二
か
寺
を
合
併
し
、
観
音
堂
を
も
っ
て
護
国
寺
と
す
る
こ
と
が
沙
汰

さ
れ
、
両
院
の
寺
領
合
わ
せ
二
千
七
百
石
を
も
っ
て
修
理
の
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
（『
徳
実

記
』
享
保
二
年
三
月
十
四
日
）。
綱
吉
の
遺
産
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
少
し
ず
つ
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
徳
川
家
の
信
仰
を
再
び
増
上
寺
に
戻
し
た
祐
天
の
功
績
は
再
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

第
五
項
　
遷
化

将
軍
と
対
面
し
た
あ
と
の
六
月
中
旬
、
祐
天
の
老
衰
は
ひ
ど
く
な
っ
て
い
っ
た
（『
略
記
』）。
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そ
し
て
、
八
十
二
歳
の
七
月
十
五
日
禅
定
に
入
る
が
ご
と
く
に
逝
去
さ
れ
た
。
臨
終
の
様
子
は
『
略
記
写

本
』
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

自リ
二

其
六
月
中
旬
一

師
老
邁
襄
老ノ

之
上

ヘ

稍
有リ
二

不
食ノ

之
気
一

既ニ
シ
テ

而
身
体
日ニ

羸
痩ス

雖
レ

爾リ
ト

無ク
二

少シ
モ

病
苦
一

志
気
無シ
レ

爽
也
乃チ

示
二

子
徒
一

云ク

予ガ

生
縁
殆ン

ト

尽ク

茲レ

惟
其ノ

時キ
ナ
リ

既ニ

西
帰ノ

之
期
近ク

方ニ

堪
レ

ヘ
タ
リ
ト

喜ブ
ニ

矣
タ

要
二

シ
テ

沐
浴
潔
身ヲ
一

薬
石
無シ
レ

用ル
コ
ト

如
レ

是
雖
二

渉
レ

月ヲ

経
一レ

日
書
二

コ
ト

名
号ヲ
一

未タ
二

一
日モ

休マ
一

常
課ノ

称
佛

更ニ

無シ
レ

退コ
ト

同
秋
七
月
十
五
日
午
復
告テ

曰ク

至
二

ラ
バ

吾
滅
後ニ
一

ス

則
為メ

ニ

創
二

営
寺
宇ヲ
一

修シ
二

長
時ノ

念
仏ヲ
一

永ク

備
二

ヘ
ト

将
来ノ

化
物ニ
一

慇
懃ニ

遺
令シ

已テ

即チ

自ラ

鳴シ
レ

鐘ヲ

発
願
開
発ス

即チ

今
所ノ
レ

修ス
ル

不
断
念
佛
是レ

也ナ
リ

方テ
レ

夜ニ

亦タ

告テ

曰ク

溘

焉ノ

之
期
至レ

リ

宜ク
三

浄
レ

シ
テ

躬ヲ

待ツ
二

聖ノ

之
来
迎ヲ
一

以テ
レ

中ヲ

拭イ
二

挙
身ヲ
一

既ニ
シ
テ

而
向

ヒ

二
尊
像ニ
一

手ニ

捉リ
二

念
珠ヲ
一

握
二

弥
陀
経ヲ
一

切リ
ニ

称ス
二

佛
号ヲ
一

徒
衆
圍
繞シ

テ

助
音
念
佛
移
レ

時ヲ

唱
佛
之
声ト

共ニ

頭
北
面
西
拈
然ト

シ
テ

而
逝ス

世
寿

八
十
二
僧
臘
満
七
十
実ニ

七
月
十
五
日
夜
半
之
前
﹇
割
注
﹈
戌
中
刻
」
也

こ
こ
で
『
略
記
写
本
』
を
引
用
し
た
の
は
、『
実
録
』
に
な
る
と
伝
記
と
し
て
の
文
体
が
整
い
す
ぎ
、『
略

記
』
を
補
足
す
る
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
つ
だ
け
『
略
記
』
か
ら
の
書
き
換
え
で
気

に
な
る
の
は
、
手
に
数
珠
と
弥
陀
経
を
持
っ
て
念
仏
し
て
い
た
と
あ
る
の
が
も
と
も
と
は
五
色
の
糸
と
弥
陀

経
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
五
色
の
糸
で
は
あ
ま
り
に
在
家
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
書
き
換
え
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
あ
る
い
は
単
純
な
書
き
間
違
え
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
臨
終
ま
で
名
号
の
書
写
は
一
日


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も
怠
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
真
偽
は
と
も
か
く
八
十
二
歳
祐
天
と
記
さ
れ
た
名
号
も
現
在
ま

で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
祐
天
寺
に
は
老
齢
の
た
め
か
多
少
線
が
震
え
て
い
る
名
号
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
祐
天
の
臨
終
に
ふ
さ
わ
し
い
描
写
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
弟
子
祐
海
に
対
し
て
、
不
断
念
仏
堂
の
創
営
を
遺
言
し
た
。
こ
の
遺
言
に
対
し
、
ま
た
将
軍
家

の
祐
天
に
対
す
る
信
仰
と
い
う
も
の
が
具
体
的
に
表
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
祐
天
寺
の
起
立
に
関
し
て

は
ま
た
別
の
機
会
に
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

臨
終
の
瑞
相
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
異
香
」
が
満
ち
、
こ
の
夜
は
「
清
明
風
輟
雲
歛
天
高
月
朗
」

で
あ
っ
た
。「
不
レ

ル
ニ

告ゲ

自ラ

知テ

来
集ス

ル

者
亦タ

衆
多
也ナ
リ

」
と
言
う
よ
う
に
人
々
が
集
ま
っ
て
き
た
と
言
う
（『
略
記
写

本
』）。

第
六
項
　
葬
送

十
六
日
に
遺
骸
を
椅
子
に
乗
せ
、
来
衆
の
徒
に
拝
せ
し
め
、
十
七
日
に
葬
儀
式
を
行
っ
た
。
葬
儀
は
白
随

大
僧
正
導
師
の
も
と
、
数
百
の
僧
侶
が
威
儀
厳
重
に
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
最
も
祐
天
を
送
る
に
ふ
さ
わ
し

い
描
写
が
、「
群
集ノ

老
幼
無ク
レ

貴ト

無ク
レ

賎ト

触
レ

レ
テ

烟リ
ニ

而
結
二

縁ス

之ニ
一

」（『
略
記
写
本
』）
で
あ
ろ
う
。

荼
毘
所
は
「
於テ

ス
二

増
上
寺ノ

別
墅
一

﹇
割
注
﹈
在リ
二

白
金
村
大
崎ニ
一

去
二

コ
ト

龍
土ヲ
一

未タ
レ

遠カ
ラ

也
」（『
実
録
下
書
』
附
）、

い
わ
ゆ
る
下
屋
敷
、
今
の
品
川
区
上
大
崎
付
近
で
あ
る
。
荼
毘
の
あ
と
、「
得タ

リ
二

舎
利
﹇
割
注
﹈
衆
色
」
数
百
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